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だれもが「すみよい」まちを望みます

それは「だれか」がつくってく

お互いにお互いでできることをしあ

掻もの離船くっ

“まち’’ができます言二
りファンド

禦2国中同乗喪会の流れ運営委員コメント

プレゼンテーション

「まちづぐ)はじめの一歩」コース

プレゼンテーション

「まちづくり一歩前へ」コース

中間発表を終えて・今後の予定 . 7ページ

でも、 「つくる器霊曇提案嵩ふ

またその次の「まちづく功のヒントになります尋

わたしたちにもできることを気づかせ

“まちフアン’’
そんな連鎖の触媒です葦
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公益信託「高知市まちづくりファンド」誕生から、運営委員を務めて下さいました藤塚吉海氏、海老塚和秀氏が

2005年3月3旧(木)をもちまして、退任されることとなりました。当ファンドでは、 2○○3・2004年度にわたり、よ

り良いまちづくりを目指して、応募団体への責重なご助言を頂き、ファンド運営において多大なるご尽力を賜りましたo
∴ ‾主.二子.∴

副運営委員長:藤塚吉海(高知大学助教授)
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「ニコ

公益信託高知市まちづぐ)ファンドの

運営に最初から携わる青重な機会を

賜り、感謝いたします。まちつぐ)ファ

ンドの種をまき、みなさんのまちづくり

活動の進展という芽が出てきたことを

実感し、本当に嬉しく思います。この

芽が大きな木に育ち、すぼらしい成果が実ることをたいへん期待

しています。運営の方からは離れますが、これからも見守っていき

たいと存じます。 2年間本当にありがとうございました。

運営委員:海老塚和秀(五台山竹林寺住職)

軍で\早
まちに顔が見えてきた。これが2年間、

ファンドに携わった牽直な感想です。地
ー

う

域に根ざして、まちを元気にしていこうと

ゴ′まれ
する人たちがいる。その人たちの顔が

見えてくる。住む人の熱い思いがまちを

輝かせるのですね。また、当ファンドの

よい点は、審査や発表が公開であること。各団体の刺激や参考の

楊となるとともに、そこから新しいつなが)が生まれる。当ファンドが

高知の元気の発信源として、さらに発展するよう願ってやみません。
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子育てを楽しくするための支撮活動
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寒肥サーブル「十十回」

子ともたちにとって一番

大切な社会資源iなそば

で温かく見守ってくれる

大人がl人でもたくさん

いること。子ともたちが

伸びやかに育つために

何をすべきか、地域とともに考え、月4回、育児サークルを

開いている。また、ビーズ教室、子育て支援センター「あい」

での大運動会、のいち動物公園、クリスマス会、焼き芋大会

などの季節行事の他、トトロ通信を発行している。

圏p観光案内商店街

カフェナビプロジェブ「
はりまや橋商店街の一角

を借り、観光案内をした。

地域の社会人からのアド

バイスには、改善点や学

ぶ点が多くあった。今後

も月l回、カフェナビを実

施したい。また、 2、3月で基礎固めをして、随筆な地図を制

作し、紹介するお店のリストアップを考えている。 4月からIふ

帯屋町商店街の協力を得て、観光客に喜ばれるカフェナビ

を実施していきたい。

モ

i Q:聖学年聖竺撃芋の 二

「二二‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

I 工夫、また事業の効果は? -

; A:活動は月4回。広報は、郵便局、嶋三里ふれあいセンター、文化 ′二三

I

会館に、トトロ通信を毎月掲示

している。だが、何といっても

口コミによる反応の確率が〇番高い。効果としては、今、コミュニケー

:言論農紫…莞窪嘉露盤諾嘉豊
;呼ぶ王e島
I ・トトロ通信は継続的な情報発信をしていて良い。また調練賞が多く、丁

!事な仕上がりである。

育児に埋没せず、社会的な視野で、標標的に他と関わり合っていく姿勢

が良い。

子育てを支援することは親たちを支援すること。小さな家庭ではカバー

I
しきれない部分の活動を・コーディネイトすることは素頃らしいo

」___場________

丁を三三,言孟宗あ三二
l

観光客の反応はどうだったか?

! A:コルクボードに白い紙のような
ものを貼り、ショーウインドーの

I

前にかけてもらった。観光秦

内をしていることがわかるよう

活動の内容を説明した看板の書き方を、はりまや橋商店街の方にアド

:墓誌諸説認諾霊器諜認諾
:輩意工C甚事艦
I ・高知の観光振興にとって大変良い。同じような目的で活動している他の

!グループとも共同でできると更に有効。

」
・
学
生
が
自
ら
ま
盲
に
出
て
、
観
光
案
内
(
カ
フ
ェ
ナ
ビ
)
を
し
た
の
が
良
い
。

・案内の仕方のマニュアル作りもお願いしたい。

・観光客に提供すると共に、何か得られるものもあれは、交流という意味

で良い。
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活“し胤噌性のめん尊とボランデイだ-ズのマッチングをはかって、げん雪を描こう盲の力に鳩!

--‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾「二二‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾

; Q:諸富鷲護琵I

こうち学生ポ与プライア「ポ与の会」ネッ「ワーク

ボランティアニーズを

もっている人や団体と、

ボランティアをしたい

学生とのマッチングを

図ることが主な目的。

現在、会貝数は80名だ

が、名刺を配布したり、オフィシャルサイトを立ち上げ

るなどして会貝を募集。今後はリーフレットもつくる予定。

2月に開催する「ボランティアキャンパス」での分科会

やパネルディスカッションでは、ボランティアについて

の理解を深めてもらいたい。
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I どのようなニーズが多いが
I

; A:最初は、ファンドや翻したイベ・
ント先で、ボランティア情報を頂

いていたが、最近はちらしやホー

ムぺ-ジにより、直接メールを頂く。助成金で名刺を作り、現在、情報発

;竺認諾館岩諸富㌫蒜憲詫
I 山の竹林と友達になろう会」のイベントにスタッフとして参加したりした。

:輩の
\/

・学生のボランティアネットワークに大変期待している。

・発表の質料が見やすくて良い。

・コンタクトがとりにくかったので、文化祭などで宣伝するのは良いと思う。

・自分は学生であるかあまり情報が入ってこない。アプローチの仕方を工

夫した方が良い。
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竿二軍重き垂三二二二二

日中毒よもゼミ

嘉三高青苗莞“…月l回・あおそら共同作業
所の裏のグラウンドでサッ

カーをしている。障害の

ある参加者iお前日になる

とテンションが上がり、作

業も穣標的になる。また、

‾丁重語慈恵窓
I

I の対応、事業の効果は?

! A:作業所の職貝からも継続の希望
があるので、ぜひ引き継いでいき

たい。対応は、頭に衝撃を与えないようヘディングは避け、心臓の諸手言

い人もいるので、休憩をできるだけ多くとっている。万が-、怪我をし;

諾諾器嵩、黙諾器襲鵠障害者との垣根が取り除かれたこと。

実家に帰る日をずらす程、楽しみにしているようで、笑顔になる

ことが増えた。 l対lでできる練習メニューや、休憩を多くとる

などの工夫をしている。昨年はクリスマス会も開いた。この活

動が物事に積極的に取り組むことへのきっかけとなれば嬉しい。

’つ-心二_______________
e事oup 。。_。.___。_ .‥ 登_

誉_苧草三三三聖二三㌔__ ____

害毒はのばのの重

曹ここ’書誌霊器景

看事㍉千㌔_臆」がミカン料、 12月(まこ

ちつきで、 l月は福笑いや二人羽織をした。町内全体がひ

とつになって活動している。また、協力団体への日程調整

や、 「在宅介護支援センターあさくら」さんに、バスなどの

協力をしてもらうなど工夫をしている。

.’●

急事の利用方法を学び、

10月に越知町へコスモ

スを見に行った。 「l月

: Ⅴ意もcち

上霧豊認諾譜蒜と。これからも帽広く翻して
ほしい。

有意震な活動なので、継続していくよう期待している。

I ・今後、事業効果の分析もしてほしい。

「宣言議言㌫素謡;
I 反応、資金継続の見込みは?

: A:100人種いる老人?ラ空、.
各町内を4つに分け、案内

状を出してお知らせしてい
I

1

I

1

I

1

I

1

1

1

I

I

i

I

I

⊥

る。内容によって、参加人数のばらつきはどうしても出て

くるが、 「他の地区ではやってもらえないので、友人を呼

んでも構われ、だろうか」という声もある。資金については、予

地区社会福祉協議会にお願いし、補助の検討をしている。

開園日

活動が順調に、自分たちのペースで行われており、良いと思った。

いろいろと行事があって、扇張っている。

高齢者のための活動内容、働きかけなど参考になった。

ファンドを通して、相互の関係が深まっていくことを期待している。

「古妻毒三言あも云云
I

をしているか?組織のメンバーは

! A : PTA.社会福祉協議会、町内会、

〇
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号二_些蝶警手二㌔里星援軍型誓苧些筆聖輩撃_

霊山の竹林と長連tこ栴うう会

地区の人たちが適切な

間隔を置きながら、モ

ウソウダケを切る作業

をしている。地権者の

承諾を得て、 5力年計

画で子ともたちと次の

ステップを考える場所づくりをし、炭焼きや、 12月に開

催した策3回里山祭りでiな竹を使った楽しい遊びをし

た。子どもと大人の触れ合いが目的で、約l,200人の参

加があった。指導貝に恵まれ、現在、今後のテーマ絞り

をしている。豊山を子ともたちに残すために頑張りたい。
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学校など各種機関の広報を撮

極的に活用。マスコミ各社にも報道して頂いた。まちづくりのコミュ

ニティ計画推進市民会議は、毎月開いている。子ともたちが喜ぶ企

画、フリーマーケットが増えた。竹を利用した竹遊びコーナーも、 「森

と緑の会」のご支援を頂いている。組織のメンバーは、中学生から

80歳までサブリーダー的な方が1 0人種いる。

Ⅴ意工c古軸醐
・竹を切るだけではなく、利用できているのか素面らしい。遊びに工夫が

あって良い。

・竹林を抱える他の地域の方へ工夫された点をアドバイスされると良い。

・参加者の声などが動けると良いと患った。

・自然環境、世代間交流などいろいろなテーマに取り組まれている。

4



園 確固墨田園圏
「.二二

i Q‥謀議謹㌢見込み、

! A:土曜早ま、日曜市よりゆったIルて
いる分、交流が深められる。継続

については、 3回生だけではなく、

1回生や2回生を引き込んでいくよ

p

土曜市にいこうちや

いこうち博

土曜市活性化のために

「いこうちや祭」を開催:
する。 「コミュニケーシ

ヨン・活気、侍工ティー」 ;

がテーマで、販売だけでI

はなく、若者の発表の場、

世代を超えた人と人との交流を通じて、実現したい。プレ

イベントでは餅つきをし、 4種類の餅や、おしるこを完売した。

今後は広報に力を入れ、個人で出席したい高校生のプラン

に対して、サポートを行いたい。

う、メンバーを幅広く集めているところ。商店街には今のところ、宣伝や、 「-緒

にやりませんが」という呼び掛けはしていないが、今後やっていきたいと思う。
\/

援咋⑧

著書たちへの関心の広がりが楽しみ。

白幡市に規機で勝つことは難しいか差別化を全面に押し出しているので、

うまくいくと思う。

終戦記念日に、お年寄りのアドバイスや手助けを頂き、すいとんの炊き
出しをしてみては?

イベント発信だけではなく、土曜市の良さも伝えていけIよ賑わいも出
てくると思う。

出店している±旺市のメンバ-と鵜緒にやれIよ継続できる事業だと患う。

子育てを通して温かい三世代交流の和
‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾「二二‾‾‾‾‾‾----

i Q:企画の仕方、役割分担、運営側
l に巻き込んでいく上での工夫は?

I A:地域に密着し、親しんで頂くた
子育てサーブル弗かづ・事ツズ

月2回、教育体験教室、

段ボール遊び・敬老の:
集い、音楽リズムミルキI

-ランドコンサート・八;
ロウィーン、リサイクルI

楽器作りなどの活動を

してきた。 3世代ふれあいコンサートでIお高知市消防音

楽隊、女性コーラス隊、初月幼椎田コーラス部の協力を得、

入場者数は約1 20名、あらゆる年代の人に参加してもらい

好評だった。 5月には3世代交流健康体操大会をする予定。

‾.能-二〇二二二二二二二〇二〇一二二二

I

1

1

1

1

1

I

書

⊥

めに企画したのが「三世代ふ

れあいコンサート」や、 「敬老の

集い」 。普段はスタッフ5人だが、

大きな事業では、子とも好きな方、初月ふれあいセンターの運営委貝、民

生委員、町内会長にも声をかけさせて頂いている。スー/トや、町内会

の掲示板を利用し、保育園、幼椎田、小学校で口コミの宣伝をしている6

尊ぶ王命標高伽南二一二二二二
・子育て、高齢者支援の活動が一緒にできており、良いと患う。

・活発な活動が目立つ。その活動エネルギーに敬意を表する。

・演奏会など小さな子供が参加できないものも多くあるので、いい機会.

・蜘善人敬など思わぬ。と-。対応することで、サ_クルの力も付き享
連携もとれるようになると思う。
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茸二華聖三聖聖書聖望雪害準聖_ _ _ _ _ _ _ _ _

「古詩宣言孟ここ議
I とネットワークを広げていくのに、

I 工夫している点は?高知演劇ネットワーか演芸

第2回申間発表会 高知大学演劇研究会の

:∴:
の劇団の来高、作品共同制作の足掛かりとなった。また、

高校生や小学生、 P丁Aに対して演劇とコミュニケーション

などのワークショップも数回できた。今後、幹事会や学習

会を開き、文化行政に積極的な提言をしたい。 2005年4月

と6月に、演劇祭を予定している。

○○● ○○● 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 ■"“ .〃● ●"- .〇一 ■○○ ●○○ .○○ .○○ ."" .○○ - 〇〇〇 〇°● ●〇〇 〇〇● ●〇〇 〇〇〇 ●○○

: A:アーティストたちの拠点づレノ Ii 」ト 音三豊で∴二 _1′. 、 .タ ▲′ ⊥⊥ヽ「′∴∴∴」

くりを考えているが、共通

会場となるところを検討中

で、苦労している。ネットワークは、高知での演劇部門を更に

拡充していきたい。高知大学演劇研究会が寅創案に参加してく

れることになり、大変心強く思っているが、お互い後々まで活

動していけるよう、アプローチを常にすることを心掛けている。

Ⅴ意工二G巷間里題_要害・要を細王墓≒三三三三三

・分野を越え、地域を越えて、ネットワークができ、良かった。

l ・子ともたちのワークショップが良い。将来に向けての展開を期待する。

▼
・
膏
醇
撥
畷
慰
詳
言

l ・演劇を通じて、高知を広めて欲しい。実施期間を過ぎても、継統しては予

: ・離晦も欄こ楽しめるよう・学事付き公演なども考えてもらえると嬉しい。
■○● - 〇一 ■○○ ●一 〇〇〇 〇〇〇 .一."● - .〇〇 一 一〇 ."● .〇〇 一〇 ●〇〇 一〇 .○○ ●●● ●〇〇 〇〇〇 一〇 "○○ ■〇〇 〇一 〇〇〇 t○○
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‾ 「寸話二言請…完三六

l の配慮、ダンス教室の参加人数は?

I 商店主の反応、今後の予定は?

! A:今、練習れているのは高校生だこ

雪害1こよるまちづくり要員会

I引立-…・
定期的に実行委員会を開

いている。実行委員数は

32名。これまで「土曜市I

ダンスコンテスト」・土佐;

町「やまびこカーニバル」、 I

高知JCの「神嘗祭」に参

加。また、県立塩見記念青少年プラザで、実行委員がダンスの

講師をした。今後は、高知ストリートダンス大会を3月に予定しI

ており、予選は商店街で、本戦は中央公園で行う。ゲストチー

ムに韓国のギャンブラーという、世界のトップダンサーを招く。

が、保護者全員に了解をとって

いる。場所は、城西公園、縮馬ス

㌦ ji弓テ

タジアム、中心商店街。ストリートダンスは的7名、ブレイクダンスは的30名〇二

商店街にはテレビ放映により、認知をして頂けた。来年、独立行政法大福六一

祉医療機器基金からの助成で、中心商店街の空き店舗を借り、練習場をを

輯襲叢萱葦薫芸当・ダンスを通じて、まちづくりを行うという視点がおもしろい。

.まうづくりファンドの侵奪生という感じがする。ギャンブラーを呼んでくれ圭

て、ありがとう!! 詰

i ・アートのジャンルとして、精力的な活動を心強く思う。

I ・ 3月のイベントの成功を祈る!頑張れ、著書たち!頑張れ、オl(ちゃん
I サポーター!

pちょと害のはりまや橋、昭和1 〇年代から40年代の画像でふ肋、える

i Q:認諾雪柳の秘訣、

! A:秘訣は、イベントとの組み合わ
tまりまや橋商店街振興組合

I

「みんなと共に歩む、地 I

ヽ

′

・
●
ぺ

音

域を元気にして自分たち

も元気になる」という活l

動の-環として・昨年;
1 〇月に「なつかし写髄」

のl回目を開催したが、 1
l

初対面の人とも会話が進んで、おもしろかった。 l回目は、

個人や土佐電気鉄道などいろいろなところから写真を借I

Dた。また、写真を新たに提供してくれる人と出会うなど広

がりがでてきた。 2回目は、害から蔓にかけて開催する予定。

郎

せによる相乗効果。また、定期

的に、はりまや橋商店街サロン

を開くことで、いろいろな人が訪

れ、写具により会話も弾む。今後の課題は、子育て、高齢者介護、商店

街の活性化という3木柱で活性化を考えているので、若い人との交流が

大事になってくる。若い人の目を向けるような時代の写具も展示したい。

\/

・過去の写真を使って、戦前のま盲を再現するような地図を作成してみると、

おもしろい。

・商店街での手作りイベントの発展に注目。今後もユニークな企画を期待している。

・中心街区でありながら、地域のコミュニティの縄となっているところが良い。

せっかく良い材料(写真)が揃いながら、展示の仕方鵬Iき立たなかったという雄二

を轟いた。アーティストも巻き込んで、一遍の震示になるよう類張ってほしい。

._______________________」__________________________-

助成先団体となっていた「RinK」 (学生エディターが発信!まちびと本)より、助成取り下げの申し出があり、 2004年12月

1日に四国銀行へ助成金(30万円)が返還されました。グループの本部の方針が定まらないままに助成申請をしたので、

返還した助成金は、また有効に使って頂きたいとの報告がありました。

●○○● "“ 〇〇〇 ○○● - ○○…〇 〇〇一 〇〇● ●○○ - ○○● 〇〇〇 ○○輸 〇〇 〇〇● ○○● ●○○ - ●〇〇 〇〇● ○○● 〇〇〇 〇〇〇 ●○○ ●"● ●〇〇 一.● .○○ .i○○ ←"〇 〇〇〇 .〇一.○○● ."● .○○ ■〇〇〇 一 ●“" - 〇〇〇 ●●● ●○○ - 〇〇〇 ●〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇● 〇〇〇

頓蘭画墓園轍蹴鞠

6

「まちづくりー夢前へ」コース 

市民団体が継続して行うまちづくり活動を支援します。 

漢朔閲開陳鵜活動事業費の%以内で、上限30万円 

閑認諾会欝詣喜怒謡繋艶禁宗 
定します。 



本
日
緯
註
誓
幾

ら
い
い
か
」
と
い
う
実
践
セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う
な

印
象
で
し
た
。
大
き
く
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
感
想
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
日
興
鵜
-
葦
圭
盤

-
プ
で
す
。
子
育
て
の
「
ト
ト
ロ
」
、
「
み
か
づ
・

キ
ッ
ズ
」
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
若
草
ほ
の
ぼ
の

の
会
」
と
「
泰
山
の
竹
林
と
友
達
に
な
ろ
う
会
」

で
す
。
子
ど
も
や
高
齢
者
、
緑
化
や
環
境
と
い
う

領
域
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
極
め
て
高
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
今
の
行
政
と
企
業
だ
け
で
は
、
な
か
な
か

サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
か
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
や
っ
て
顕
在
化

し
、
形
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
か
、

こ
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
万
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い

ろ
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
「
ト
ト
ロ
」
の
山
本
さ

ん
の
「
私
は
い
ろ
い
ろ
人
と
話
す
の
が
好
き
だ
か
ら
、

声
掛
け
ち
ゃ
う
ん
で
す
」
と
い
う
発
言
に
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
の
キ
ー
に
な
る
考
え
方
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
、
「
勇
気
を
も
っ
て
」
と
い
う
こ
と
を

軽
く
言
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
な
か
な

か
難
し
い
で
す
よ
ね
。
自
分
の
や
っ
て
い
る
活
動
に

必
ず
し
も
自
信
が
も
て
な
い
か
ら
、
勇
気
を
も
っ
て

一
歩
踏
み
出
し
て
、
声
を
か
け
る
と
い
う
の
は
結
構

難
し
い
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
、
「
巻
き
込
み
土
手
で

す
ね
」
と
半
田
委
員
が
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

私
も
同
感
で
す
。
本
当
は
、
市
民
み
ん
な
望
ん
で

い
る
率
で
す
か
ら
、
自
信
を
も
っ
て
一
雄
踏
み
出
せ

ば
、
必
ず
待
っ
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
だ
ろ
う

な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
、
高

知
で
進
め
て
い
っ
て
欲
し
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。

「
ボ
ラ
の
会
」
、
「
カ
フ
ェ
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
「
い
こ

う
ち
や
」
、
「
田
中
き
よ
む
ゼ
ミ
」
の
四
つ
で
す
。
「
ボ

ラ
の
会
」
は
総
合
的
に
、
「
カ
フ
ェ
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
商
店
街
、
「
い
こ
う
ち
や
」
は
食
、
「
田
中
き
よ
む

ゼ
ミ
」
は
ス
ポ
ー
ツ
が
テ
ー
マ
で
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
特
徴
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
い

う
こ
と
よ
り
は
、
と
に
か
く
学
生
が
自
由
に
伸
び

伸
び
と
、
自
分
の
中
か
ら
わ
き
上
が
っ
て
く
る
よ
う

な
新
し
い
発
想
力
を
、
社
会
と
の
関
係
の
中
で
実

践
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
専
門
家
が
思
い
付

か
な
い
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
が
ポ
イ
ン
ト
で
す

と
て
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
「
こ
の
ま
ち
づ
く

り
フ
ァ
ン
ド
と
テ
レ
ビ
で
、
グ
ル
ー
プ
が
認
知
さ
れ
る
」

と
い
う
点
で
す
。
最
初
は
た
っ
た
.
人
の
思
い
つ
き
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
を
「
い
い
こ
と
じ
ゃ
な

い
か
。
み
ん
な
で
応
援
し
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、

そ
ば
に
い
る
数
人
が
応
援
す
る
。
次
に
、
こ
の
フ
ァ
ン

ド
に
応
券
す
る
。
そ
し
て
支
援
が
決
定
す
る
と
、
四
、

五
人
だ
っ
た
活
動
が
、
こ
の
五
十
人
ぐ
ら
い
の
中
で

認
知
さ
れ
る
。
そ
し
て
面
白
い
活
動
は
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
に
出
る
と
い
う
形
に
塵
開
し
、
突
然
何
百
人
、

佃
千
人
と
い
う
人
が
知
る
こ
と
に
な
る
。
「
テ
レ
ビ
で

世
界
の
先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

調
べ
て
い
る
と
、
大
学
を
卒
業
し
て

間
も
な
い
ぐ
ら
い
の
世
代
の
人
た
ち

の
発
想
が
実
は
多
い
の
で
す
。
ユ
ー
ザ

ー
に
近
い
所
に
い
る
の
か
重
要
な
の
で

し
ょ
う
。
そ
れ
が
四
つ
も
あ
る
と
な

る
と
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
「
高
知
の
特

徴
な
の
か
な
」
と
思
い
ま
す
。
そ
の

中
で
は
、
「
田
中
き
よ
む
ゼ
ミ
」
の
「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
階
富
を
お
も
ち

の
方
の
笑
顔
が
増
え
て
い
ま
す
」
と

い
う
言
葉
が
、
今
日
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

. ‾)ヽ●

まちづくりファンド

第2回中間発表会を
終えて

運営委日長 卯月盛大

三
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
は

見
た
か
ら
∴
度
見
に
行
っ
て
み
よ
う

か
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
完
全
に

高
知
市
民
に
認
知
さ
れ
、
そ
れ
が
「
高

知
ら
し
さ
」
の
ひ
と
つ
に
な
る
。
こ
の

ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス
テ
ッ
プ
で
進
ん
で
い
く

フ
ロ
セ
ス
は
、
市
民
の
人
た
ち
の
絶
え

間
な
い
努
力
に
よ
っ
て
展
開
す
る
。

そ
う
い
う
認
知
が
進
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
が
極
め
て
市
民
創
造
的
で
、

ま
さ
に
今
、
は
や
り
の
一
二
寮
で
言
う
「
新

し
い
公
共
」
の
誕
生
で
す
。

ま
た
別
な
視
点
で
い
う
と
、
公
共

空
間
の
利
活
用
と
い
う
立
均
か
ら
も

興
味
深
い
で
す
。
国
民
の
税
金
で
作

っ
た
公
共
施
設
や
道
路
は
、
も
っ
と
両

に
し
て
も
、
「
は
り
ま
や
僑
商
店
街
」
に
し
て
も
、

や
は
り
文
化
や
芸
術
、
膳
史
と
い
う
側
面
か
ら
、
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

最
後
㌍
琵
蕪
需
華

「
ボ
ラ
の
会
」
は
、
何
か
特
定
の
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て

や
る
と
い
う
タ
イ
プ
で
は
な
く
て
、
高
知
で
活
動
し

て
い
る
市
民
を
、
結
び
付
け
よ
う
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
型
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
目
指
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
目
標
が
千
人
と
い
う
の
も
、
と
て
も
分

か
り
や
す
い
。
今
日
だ
け
で
も
三
つ
ぐ
ら
い
お
呼
び
が

か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
や
は
り
来
年
も
、
再
来

年
も
、
こ
こ
に
出
て
き
て
欲
し
い
。
N
P
O
高
知
市
民

会
議
の
方
も
、
う
ま
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
す
る
こ
と
に

ょ
っ
て
、
何
か
因
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
「
ポ
ラ
の
会
」

に
助
け
を
求
め
る
と
い
う
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
、
い
い
形
で
人
の
齢
を
広
げ
、
か
つ
広
報
も
う
ま
く

や
っ
て
い
っ
た
ら
、
そ
の
学
生
パ
ワ
ー
を
生
か
せ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
高
知
の
学
生
な
ら
で
は
の

こ
と
な
の
で
、
特
に
「
ボ
ラ
の
会
」
の
こ
れ
か
ら
に
、
大

き
な
期
待
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
、感
じ
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
が
、
高

知
は
こ
ん
な
に
も
個
性
的
な
素
哺

り
ま
や
僑
商
店
街
」
、
「
高
知
演

二
つ
目

活
動
で
す
。

は
、
「
高
知
ら
し
い
」
と
い
つ
も

思
っ
て
い
る
、
学
生
の
方
々
の

刷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
演
会
」
、
「
常
吉
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
」
で
す
。
こ
れ
ら
は
も
っ
と
パ
ワ
フ

ル
で
す
。
大
学
生
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
中
学
生
、
高

校
生
も
含
ん
で
い
る
、
ア
ー
ト
・
文
化
の
領
域
で

す
。
「
地
域
社
会
の
た
め
に
何
か
や
っ
て
や
ろ
う
」
、

「
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
何
か
や
ろ
う
」
と
い
う

発
想
で
は
な
く
、
「
自
分
が
や
り
た
い
か
ら
や
っ
て

い
る
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
。
こ
れ
も
非
常
に
高
知

ら
し
い
で
す
ね
。
こ
う
い
う
も
の
を
き
ち
ん
と
評

価
支
援
し
な
い
と
、
高
知
ら
し
さ
が
生
ま
れ
て

こ
な
い
。

民
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
、
活
性
化
さ
れ

る
べ
き
で
す
。
し
か
し
、
今
の
日
本
で
は
そ
れ
を
認

め
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
規
制
緩
和
は
も
っ
と
進

め
る
べ
き
で
す
。
日
本
に
は
、
利
用
で
き
る
均
所
は

た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
(
)
道
路
は
も
っ
と
ア
ー
ト
や

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
利
用
さ
れ
て
も
い
い
。
だ
か
ら
、

「
若
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
の
お
世
話

を
さ
れ
て
い
る
漁
師
さ
ん
の
よ
う
に
、
「
何
か
表
現

し
た
い
」
と
い
う
中
学
生
や
高
校
生
と
、
「
公
共
の

均
所
」
を
う
ま
く
結
び
付
け
る
よ
う
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
、
こ
れ
も
ひ
と
つ
の
高
知
ら
し
さ
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
「
高
知
演
劇
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
満
会
」

ら
し
い
市
民
活
動
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
今
後

も
継
続
し
て
く
だ
さ
い
二
回
日
か
ら
二
回
日
に
対
し

て
、
助
成
の
継
続
が
一
つ
も
な
か
っ
た
の
は
と
て
も
残

念
で
す
。
だ
か
ら
、
二
回
日
の
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
寅
に

向
け
て
さ
ら
に
活
動
を
バ
⊥
ン
ヨ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
て
、
ぜ

ひ
、
来
年
度
の
活
動
企
両
に
も
応
募
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
れ
を
希
望
し
て

お
り
ま
す
。
「
熟
し
や
す
く
、

冷
め
や
す
い
で
は
な
く
、
姦

し
や
す
い
け
れ
ど
、
冷
め
に

く
い
」
で
是
非
お
願
い
し
ま

す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

誓書売∴年∴ 斗,草子予言(●・定言書誌

2005年度第3回応募用紙配布

2005年度第3回応募期間

2004年度第2回最終活動報告書提出期限

2004年度第2回最終発表会

2005年度第3回公開審査会

7

事績の事を(2005年)

4月20日(水)

5月20日(全)へ6月20日(月)

7月20日(水)

7月30日(土)

7月31日(日)

・・、・ 、・ ・ 「、中 毒きつくリブアンド

最終発表会・公開審査会はどなたでも参加することができます。

まちづくり活動に関I心のある方の交流の場として、お気軽にご参加
ください。

場所Iよ高知市たかじょう庁舎6階大会議室を予定しております。
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2○○4年鷹公董旧師高畑高まちづくりフアン十

第2回申同筆裏芸アンケート結果
①中間発表会を何で知りましたか?

運営委員会からの案内(12)

知人からの口コミ(6)

センターだより「えぬぴぃOh!」 (1)

②期待度を1 00%とすると、今日の満足度は何パーセントでしたか?

100% (5)

1活動の幅を広げる鳩として利用できた

寡初めて参加したが、どのグループも活動に対し、とても一生懸

命で、すごいと思った。こんな活動をしているとは知らなかった

○いろいろ勉強になった。自分ひとりでは見えない地域の力が

見えたような気がした。もっともっと地域の人たちを巻き込んで、

子ともたちにとって、よりよいまちつぐ)を進めていきたい

90% (4)

〇時間が3分間では発表しづらいので、質問時間5分間と合わ

せた調整ができないだろうか?

看意見交換ができて良かった

85% (3)

○前回と比べ、発表がスムーズに進んでおり、予定どおり行わ

れた点が良かった。改善したい点は、参加に際して、発表の

準備が不十分だったこと

績課題を見つけることができた。自分たちが活動していく上で、

今後の参考にしたい。プレゼンテーションと付せんを請人す

る時間が少ないと感じた

鴇各団体にもう少し心のゆとりをもって発表させてあげたかった。 3分

+5分では厳しい。もう少し時間をあげたいと思う団体があった。プ

ラスマイナス1分ぐらい、各団体で調整することができないだろうか?

80% (3)

○他の会の人との交流により、コラボレーション(協力、共同)

が期待できる

"もっと横のつなか)ができれば、更によくなる

70%(1)

漢ファンドをもらうことによって責任が生まれる。またチャレンジし

ている姿を見られる

60%(1)

○高知のいきいきした鋲が見え、今後の活動の参考になった

無回答(2)

○
有効回答数:19名

開催日:2005年1月29日(土)

(亘)参加されたあなたの立場を教えてください

発表者(9)

発表団体の一員として(6)

まちづくりに関心のある一市民として(4〉

④あなたの年代を教えてください

10歳代(1) 20歳代(7) 30歳代(2) 40歳代(2)

50歳代(5) 60歳代(1) 70歳代(1)

⑤自由記述

<感想>

〃頑張っているのは私だけじゃない!!こんなにたくさんの人

が社会を良くしようと頑張っているのを見ると、ますます勇

気が出る。ありがとう

営付せんを書くためもあるが、審査会の時と違い、机がある

ので楽だった。配電も良かった

S今後も引き続き、市民ファンドに応募したい

○付せんに貼り付ける形は、ともすれば消えてしまいがちな

意見までひろうことができるので良かった。各団体も生の

声を直接聞くことができるので、大変参考になったと思う。

また、 「良い所」の項目に付せんを複数貼ってもらえて、心

強かったと思う

■いろいろな人とつながれば、いいアイデアがでてくる

漢いろいろな方面で頑張っている方々が高知にたくさんい

て嬉しい。引き続き、頑張ってほしい

営パラパラに見える活動も、根は同じ「まちづくり」 。お互い

に少し手を伸ばせば、 「元気なまち 高知」になるかもし

れない

<改善点>

鱗駐車場をなんとか工夫してもらえると嬉しい。発表では、

あと2-3分の時間がほしい

S休憩時間(付せん貼りタイム)が長く、持て余し気味なので、

半分に短縮しても良いのではないか?

暮関係者以外の、特に若い人にPRをして、もっと参加者が

増えると嬉しい

書付せんでやりとりするのはすごく良い。最初にどん

な項目があるか、もう少し詳しい説明をし、冊子等

に話戦があると良い

市民に利用して頂き、市民活動の輪を広げようと、 1999年4月に高知市が設

覆した施設です。運営を特定非営利活動法人「NPO高知市民会韻」が担

っており、ボランティアや市民活動に関する様々な相談や備報の提供、活動

に必要な機器の利用や会議室の貸し出しにも応じています。仲間を広げたり、

活動のお知らせをする掲示板や団体が利用できるメールボックスもあります。

活動の参考になる講座等も開催していますので、お気軽にご活用ください。

誓す一国 
まちづくりファンドのニュースや応募、公開審査会に関するお問い 

合わせは、下記轟知市布民活動サポートセンターまでご連絡くださ 

い。次回の発行は、最終発表会の後になります。 

発 行 高知市市民活動サポートセンター

〒780_0862高知市鷹匠町2丁目1-43高知市たかじょう庁舎2轄

TEL:O88-820-1540 FAX: 088-820-1665

手持荘岩盤霊畳語罰則00謂能豊平義隆墟園..誰操灘諜
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まちフアンとは、 「まちづくりファンド」、 「自分の住むまちのファンです」、 「わたしのまちはおもしろい(ファン)」の3つの意味が込められています。


